
これまでの経緯

平成２２年 １２月 議会　「中学校給食を求める請願」趣旨採択

平成２３年 ８月 中学校昼食等検討委員会設置

（委員） 京田辺市小・中学校校長会代表 大住中校長

京田辺市小・中学校教頭会代表 培良中教頭

京田辺市立中学校教諭代表 田辺中教諭

京田辺市ＰＴＡ連絡協議会代表 田辺中ＰＴＡ

京田辺市立中学校ＰＴＡ代表 大住中・培良中ＰＴＡ

栄養教諭代表 田辺東小栄養教諭

教育部長

（助言者） 同志社大学　柳田教授

（会議開催） 計９回開催

（アンケートの実施） ・ 実施 平成２５年１月

・ 対象者 京田辺市立中学校に通う生徒及び中学生の保護者

・ 回収率 生徒　９４．７％（1,031人／1,173人）

保護者　７２．６％（852人／1,173人）

・ 結果 毎日、弁当持参の家庭　９６％

小学校と同様の給食を望む保護者　６７％

小学校と同様の給食を望む生徒　１７％

家庭弁当を希望する生徒　８１％

３月 報告（提言）

・ 昼食を食べる中学生と、その保護者の希望をできるだけ反映した昼食のあり方として完全給食

を目指すことも考えられるが、必要な生徒や保護者が、必要に応じて注文できるデリバリー方

式による選択式弁当が、現時点での京田辺市にとっては、最も望ましい方法との結論に達した。

ただし、提供する昼食は、安心・安全で、栄養バランスのとれたものであることが求められる。

５月 パブリックコメント　２３１名

７月 「昼食等検討委員会の提言」、「パブリックコメントの結果」を踏まえ、教育委員会が方針を決定

「デリバリー方式による選択式注文弁当」事業

９月 中学校給食提供事業にかかる予算要求

１１月 弁当業者の決定　（都フーズ）

１２月 各中学校保護者説明会　開催

平成２６年 １月 「デリバリー方式による選択式注文弁当」事業開始

平成２８年 ４月 弁当業者の変更　（都フーズ　→　（株）一番）

年月 内　　　　　　容
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